
千葉県立美術館報

VOし. 16 NO.1

(通巻60号)

平成元年5月1日発行

編集・発行人 竹内一雄

〒260

千葉市中央港1丁目10番1号

魯0472鵜42-831 1 (代表)

三医
日 ●

涼木

●

繁

の

幸
」

(
重
要
文
化
財
)

油

彩
一
九
〇
四
年

(
石
橋
美
術
館
(
石
橋
財
団
)
蔵
)

⑳≪る

「
海
の
幸
」

は
、
青
木
繁
の
明

治
3
1
・
3
8
年
の
館
山
市
和
良
海
岸

に
お
け
る
制
作
で
、
青
木
の
名
前

を
近
代
美
術
史
上
に
決
定
づ
け
た

代
表
的
名
作
で
す
。

明
治
3
7
年
東
京
美
術
学
校
を
卒

業
し
た
青
木
は
、
友
人
の
坂
本
繁

二
郎
、
森
田
恒
友
、
愛
人
の
福
田

た
ね
と
4
人
で
房
州
布
良
に
写
生

旅
行
に
行
き
、
ひ
と
夏
滞
在
し
ま

し
た
。
「
海
」
「
海
景
(
布
良
の
海
)
」

な
ど
と
と
も
に
、
房
州
布
良
海
岸

に
お
け
る
青
木
の
制
作
は
、
彼
の

2
8
年
の
短
い
生
涯
の
絶
頂
期
を
示

す
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

布
良
海
岸
で
の
画
面
の
よ
う
な

漁
師
た
ち
の
情
景
を
目
撃
し
、
興

奮
し
た
友
人
の
坂
本
繁
二
郎
が
、

話
し
た
こ
と
が
青
木
の
創
作
意
欲

を
刺
激
し
、
こ
の
構
図
を
生
ん
だ

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
行
し

た
坂
本
や
福
田
た
ね
な
ど
も
モ
デ

ル
に
使
お
れ
た
そ
う
で
す
。

構
図
を
決
め
る
た
め
の
縦
横
の

直
線
や
図
取
り
し
た
木
炭
の
デ
ッ

サ
ン
の
線
も
残
る
一
見
未
完
成
に

み
え
る
部
分
も
、
青
木
の
芸
術
的

な
勘
所
を
押
え
た
描
写
で
、
未

完
成
に
見
え
る
と
こ
ろ
が
、
逆

に
強
く
見
る
も
の
の
心
を
と
ら
え

て
は
な
し
ま
せ
ん
。
あ
ら
っ
ぽ
い

が
、
生
き
た
描
法
で
、
近
代
絵
画

の
手
法
を
先
取
り
し
て
い
た
の
だ

と
い
ね
れ
て
い
ま
す
。

(
米
田
)



みる・かたる・つくる

I
千
葉
県
立
美
術
館
開
館
1
 
5
周
年
記
念
特
別
展

-

房
総
と
近
代
美
術

や
4
・
2
 
0
㈱
̃
6
・
2
 
5
㈲

昭
和
4
9
年
的
月
2
3
日
に
開
館
し

た
千
葉
県
立
美
術
館
は
、
「
み
る

・
か
た
る
・
つ
く
る
」

を
モ
ッ
ト

ー
に
総
合
的
に
調
和
の
と
れ
た
美

術
館
活
動
の
実
現
を
目
ざ
し
、
近

代
美
術
館
、
地
域
美
術
館
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

特
に

「
み
る
」

活
動
と
し
て
の

展
覧
会
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
初

か
ら
「
房
総
と
近
代
美
術
」
を
基

本
的
テ
ー
マ
と
し
て
と
ら
え
、
昭

和
4
9
年
1
 
2
月
に
は
企
画
展
「
近
代

房
総
の
美
術
家
た
ち
」
 
、
翌
5
0
年
1

月
に
は
特
別
展
「
描
か
れ
た
房
総
」

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
以
来
郷
土

の
先
駆
的
な
美
術
家
の
再
発
見
と

顕
彰
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

東山魁夷「残 照」

ミレー「垣根に沿って草を食む羊」

開
館
1
 
5
周
年
記
念
の
本
展
覧
会

は
、
過
去
の
企
画
展
の
実
績
を
ふ

ま
、
え
、
本
館
収
蔵
作
品
を
中
心
に

次
の
四
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け

て
展
覧
し
ま
す
。
2
1
6
点
に
及
ぶ
作

品
を
ど
う
ぞ
御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◇
浅
井
忠
と
関
係
作
家
の
作
品
◇

近
代
日
本
洋
画
の
先
駆
者
浅
井

忠
に
関
し
て
は
、
本
県
ゆ
か
り
の

美
術
家
と
し
て
特
に
注
目
し
、
そ

の
作
品
の
収
集
と
画
業
の
顕
彰
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
浅
井
忠

の
師
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
、
そ
し

て
彼
ら
が
感
銘
を
受
け
た
バ
ル
ビ

ゾ
ン
派
の
作
家
達
の
作
品
、
及
び

浅
井
忠
の
弟
子
達
、
周
辺
作
家
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
作
品
は
、

本
館
収
蔵
の

「
神
女
之
図
」
ほ
か

五
点
、
浅
井
忠
は
「
藁
屋
根
」
「
フ

ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
夕
景
」
「
グ
レ

ー
の
洗
濯
場
」
(
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美

術
館
蔵
)
「
グ
レ
ー
の
秋
」
(
東
京
国

●

立
博
物
館
蔵
)
「
グ
レ
ー
の
柳
」
(
京

都
市
美
術
館
蔵
)
な
ど
の
代
表
作

1
点
を
展
示
し
ま
す
。

バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
関
係
作
家
と
し

て
は
、
ミ
レ
ー
の

「
垣
根
に
沿
っ

て
草
を
食
む
羊
」

を
は
じ
め
、
コ

ロ
ー
、
デ
ィ
ア
ス
、
ト
ロ
ワ
イ
ヨ

ン
、
デ
ュ
プ
レ
、
ル
ソ
ー
、
ジ
ャ

ソ
ク
、
ド
ー
ビ
ニ
ー
、
ク
ー
ル
ベ
ー

コ
ラ
ン
、
ロ
̃
ラ
ン
ス
等
、
浅
井

忠
の
周
辺
作
家
は
、
松
岡
寿
、
都

鳥
英
喜
、
石
井
柏
享
、
牧
野
克
次

な
ど
2
6
名
で
す
。

◇
浅
井
忠
と
水
彩
画
の
流
れ
◇

浅
井
忠
は
油
彩
の
ほ
か
、
水
彩

画
に
も
優
れ
、
多
く
の
後
進
を
指

導
し
、
近
代
日
本
に
お
け
る
水
彩

画
の
展
開
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

ま
し
た
。

本
館
で
は
、
水
彩
画
を
近
代
日

本
絵
画
の
一
潮
流
と
考
、
え
、
水
彩

画
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
と
し
て

昭
和
5
4
年
度
に
特
別
展
「
水
彩
画

の
再
発
見
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
浅
井
忠
の
水
彩
を

中
心
に
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
水

彩
画
の
歴
史
に
お
い
て
活
躍
し
た

水
彩
画
家
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

主
な
出
品
作
品
は
、
浅
井
忠
「
フ

ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
森
」
他
7
点
、

ワ
ー
グ
マ
ン
「
松
島
風
景
」
 
、
五
百



城
文
哉
「
日
光
」
 
、
河
合
新
蔵
「
竹

林
図
」
 
、
丸
山
晩
霞
「
海
岸
風
景
」
 
、

大
下
藤
次
郎
「
紫
陽
花
」
 
、
石
川
欽

一
郎
「
赤
城
淡
煙
」
 
、
そ
の
他
真
野

紀
太
郎
、
白
滝
幾
之
助
、
三
宅
克

己
、
石
井
柏
享
、
小
山
周
次
、
相

田
直
彦
、
赤
城
泰
舘
、
水
野
以
文
、

須
田
国
太
郎
、
後
藤
工
志
、
古
賀

春
江
、
中
西
利
雄
等
計
2
5
名
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

◇
房
総
を
モ
チ
ー
フ
に

描
い
た
作
品
◇

東
京
に
近
い
房
総
半
島
は
、
豊

●

か
な
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
、
明
治
以

降
、
幾
多
の
画
家
た
ち
が
房
総
の

風
土
と
対
話
し
、
数
々
の
名
作
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
青
木

繁
の

「
海
の
幸
」
(
6
月
1
 
5
日
̃
2
5

日
に
展
示
)

は
明
治
3
7
̃
3
8
年
の

館
山
・
布
良
に
て
制
作
さ
れ
、
近

代
美
術
史
上
に
お
け
る
代
表
的
作

品
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
東
山
魁
夷
「
残
照
」
(
東
京

国
立
近
代
美
術
館
蔵
・
4
月
2
0
日

̃
5
月
2
 
1
日
に
展
示
)

は
鹿
野
山

九
十
九
谷
を
舞
台
に
制
作
さ
れ
る

みる・かたる・つくる

浅井 忠「藁屋根」

な
ど
、
房
総
の
自

然
は
画
家
の
心
を

と
ら
え
、
数
々
の

名
作
を
生
ん
で
き

ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
そ
の
他
、

浅
井
忠
、
石
井
柏
手
、
石
橋
武
治
、

富
取
風
堂
、
椿
貞
雄
、
小
堀
進
、

吉
岡
聖
二
、
若
木
山
、
渡
辺
学
、

岩
崎
巴
人
、
寺
田
政
明
、
三
田
康
、

富
田
道
雄
な
ど
増
作
家
に
よ
り
描

か
れ
た
房
総
を
展
示
し
ま
す
。

◇
房
総
ゆ
か
り
の

美
術
家
の
作
品
◇

こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
1
 
5
周

年
を
む
か
え
た
本
館
の
収
蔵
品
の

な
か
か
ら
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
、
版
画
の
各
部
門

よ
り
選
ば
れ
た
作
家
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

日
本
画
は
鈴
木
驚
湖
、
石
井
鼎

湖
、
石
井
林
響
、
冨
取
風
堂
、
島

多
謝
郎
、
横
尾
芳
月
、
時
曲
直
善
、

●

酒
井
亜
人
な
ど
1
 
7
作
家
。

洋
画
は
浅
井
忠
、
堀
江
正
章
、

都
鳥
実
害
、
柳
敬
助
、
石
井
柏
享
、

原
勝
郎
、
石
橋
武
治
、
鳩
川
誠
一
、

安
藤
信
域
な
ど
1
 
5
作
家
。

彫
刻
は
小
倉
惣
次
郎
、
藤
野
天

光
、
大
須
賀
力
、
長
谷
川
昂
、
柳

原
議
連
、
佐
藤
忠
良
、
舟
越
保
武
、

木
村
賢
太
郎
な
ど
1
 
3
作
家
。

工
芸
は
香
取
秀
真
、
津
田
信
夫
、

鹿
島
一
谷
、
香
取
正
彦
、
会
田
富

康
、
大
須
賀
喬
、
信
田
洋
、
関
谷

四
郎
、
帖
佐
美
行
、
蓮
田
修
吾
郎
、

鈴
木
治
平
な
ど
1
8
作
家
。

書
は
鱒
松
堀
、
石
井
磐
石
、
浅

見
喜
舟
、
大
石
隆
子
な
ど
1
 
2
作
家
。

版
画
は
浜
口
陽
三
、
星
裏
一
、

牛
玖
健
治
、
深
沢
幸
雄
な
ど
6
作

家
。こ

こ
で
は
着
実
な
歩
み
を
つ
づ

け
て
い
る
本
館
の
収
蔵
作
品
の
一

端
を
紹
介
し
ま
す
。

□
会

期

平
成
元
年
4
月
2
0
日
(
木
)
̃
6

月
2
5
日
(
日
)

午
前
9
時
̃
午

後
4
時
0
0
分

(
入
場
は
4
時
ま

で
)

月
曜
日
休
館

□
観
覧
料

一
般
細
田
(
細
田
)
高
・
大
学

生
細
田
(
細
円
)
小
・
中
学
生

2
0
0
円
(
7
0
)

(

)
は
2
0
名
以
上

の
団
体
料
金

6
月
1
 
5
日
の
県
民
の
日
は
無
料

(
大
久
保
)

香取秀真「鳩香炉」

浜口陽三「パリの屋根」



みる・かたる・つくる

房
総
の
美
術
家
シ
リ
!
ズ
(
1
 
9
)

山
本
不
二
夫
展
や
了
・
1
(
土
)
̃
了
・
3
0
(
日
)

北
総
の
風
土
性
に
培
わ
れ
て

山
本
不
二
夫
・
小
堀
進
は
、
大

正
n
年
に
、
と
も
に
、
千
葉
県
立

佐
原
中
学
校
を
卒
業
し
て
、
と
も

に
日
本
的
な
水
彩
画
家
と
な
り
ま

し
た
。
山
本
は
、
地
元
佐
原
の
出

身
。
小
堀
は
、
茨
城
県
潮
来
の
出

身
。
と
も
に
、
水
郷
・
常
総
の
風

土
性
の
中
に
生
を
受
け
、
彼
等
の

人
格
形
成
期
を
そ
こ
で
過
ご
し
ま

し
た
。
こ
こ
の
風
土
性
は
、
彼
等

「
監
督
船
就
航
」

昭
和
‖
年

二
人
の
画
家
を
生
み
出
し
、
ま
た
、

彼
等
二
人
の
水
彩
画
家
と
し
て
の

在
り
方
を
決
定
づ
け
て
い
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
山
本
は
、
後
年
、

故
郷
を
描
く
こ
と
は
少
な
か
っ
た

が
、
水
彩
画
を
追
求
し
続
け
、
小

堀
の
水
彩
画
は
、
晩
年
、
故
郷
に

回
帰
し
て
い
く
よ
う
に
思
お
れ
ま

す
。今

回
展
は
、
そ
の
山
本
の
画
家

「
佐
原
風
景
」

昭
和
同
年

と
し
て
の
出
発
点
、
水
郷
・
佐
原

の
風
土
性
を
具
体
的
に
作
品
化
し

た
初
期
の
作
品
か
ら
、
日
本
水
彩

画
会
で
は
、
信
州
な
ど
に
取
材
地

を
移
し
て
か
ら
没
年
ま
で
の
水
彩

画
作
品
を
、
二
科
会
で
は
、
中
途

油
彩
画
に
転
じ
て
か
ら
没
す
る
ま

で
の
作
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央

展
で
発
表
し
た
作
品
を
も
っ
て
構

成
展
示
し
、
山
本
不
二
夫
五
十
年

「
美
し
き
佐
原
河
港
」
昭
和
1
 
5
年

の
画
業
を
水
彩
画
約
0
0
点
、
油
彩

画
約
2
0
点
で
回
顧
し
ま
す
。

写
真
に
み
ら
れ
る
作
品
は
、
佐

原
町
内
の
旅
館
兼
回
船
問
屋
に
生

ま
れ
た
山
本
が
、
昭
和
8
年
の
佐

松
線
の
開
通
、
昭
和
n
年
の
水
郷

大
橋
の
開
通
等
に
よ
り
、
大
き
く

変
化
す
る
直
前
の
水
上
交
通
に
よ

っ
て
繁
栄
を
き
れ
め
て
い
た
佐
原

の
姿
を
克
明
な
タ
ッ
チ
で
描
い
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
展
で
は
、
特
に
、
水
彩
画

家
を
多
く
出
し
、
ま
た
、
優
れ
た

取
材
地
と
知
ら
れ
る
房
総
と
水
彩

画
に
つ
い
て
お
考
え
い
た
だ
く
よ

い
機
会
か
と
考
え
ま
す
。

「
佐
原
の
跳
橋
」

昭
和
1
 
6
年

山
本
不
二
夫
略
年
譜

明
治
3
8
年

(
一
九
〇
七
)

2
月
1
日
、
千
葉
県
佐
原
市
に

生
ま
れ
る

大
正
口
年

(
一
九
二
二
)

1
 
7
歳

千
葉
県
立
佐
原
中
学
校
を
卒
業

す
る

大
正
1
 
5
年

(
一
九
二
六
)

2
 
1
歳

東
京
商
科
大
学
(
現
一
橋
大
学
)

専
門
部
を
卒
業
す
る

昭
和
9
年
(
一
九
三
四
)

2
9
歳

二
科
展
及
び
日
本
水
彩
展
に
初

出
品
す
る

昭
和
1
 
5
年
(
一
九
三
五
)

3
5
歳

日
本
水
彩
画
会
会
友
と
な
る

昭
和
1
 
6
年
(
一
九
四
一
)

3
6
歳

日
本
水
彩
画
会
会
員
と
な
る

昭
和
2
5
年
(
一
九
五
〇
)

4
5
歳

二
科
会
会
友
と
な
る

昭
和
2
6
年
(
一
九
五
一
)

4
6
歳

千
葉
県
展
委
員
と
な
る

昭
和
0
0
年
(
一
九
五
五
)

5
0
歳

二
科
会
会
員
と
な
る

昭
和
4
0
年
(
一
九
六
〇
)

0
0
歳

二
科
五
〇
周
年
記
念
展
で
、
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
す
る

昭
和
4
2
年
(
一
九
六
七
)

6
2
歳

県
美
術
会
常
任
理
事
と
な
る

昭
和
4
8
年
(
一
九
七
三
)

6
8
歳

県
教
育
功
労
賞
を
受
賞
す
る

昭
和
5
3
年
(
一
九
七
八
)

7
3
歳

勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
す
る

昭
和
5
9
年
(
一
九
八
四
)

7
9
歳

n
月
2
日

千
葉
市
で
没
す
る

(
中
地
)



基
金
取
得

昭
和
6
3
年
度
末
、
千
葉
県
美
術

品
取
得
基
金
に
よ
り
高
村
光
太
郎

彫
刻
作
品
八
点
を
取
得
し
た
。

な
お
、
取
得
作
品
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
薄
命
児
男
子
頭
部
(
ブ
ロ
ン
ズ

明
3
8
)

②
猪

(
ブ
ロ
ン
ズ

明
3
8
頃
)

③
裸
婦
座
像
(
ブ
ロ
ン
ズ

大
5

頃
)

④
手
(
ブ
ロ
ン
ズ

大
1
)

⑤
大
倉
喜
八
郎
の
首
(
ブ
ロ
ン
ズ

大
1
5
)

⑥
十
和
田
裸
婦
像
の
た
め
の
「
手
」

⑦
十
和
田
裸
婦
像
の
た
め
の
中
型

試
作
(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
2
 
7
)

⑧
野
兎
の
首
(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
2
0

̃
2
7
)

十和田裸婦中型試作

洋

画

太
田
洋
三

「
雨
あ
が
り
の
街
」

(
麻
・
油
彩

昭
5
 
2
)

みる・かねる・つくる

新
館
長
ご
あ
い
さ
つ

今
年
4
月
1
日
よ
り
館
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
竹
内
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

本
館
は

1

県
民
の
た
め
の
美
術
館

と
し
て
明
る
い
親
し
ま
れ

る
美
術
館

2

生
涯
学
習
活
動
の
場
と

し
て
楽
し
く
学
べ
る
美
術

館

3

県
民
と
美
術
家
と
の
交

流
の
広
場
と
し
、
相
互
の

理
解
と
向
上
を
図
る
美
術

館

4

「
み
る
・
か
た
る
・
つ

く
る
」
活
動
を
総
合
的
に

展
開
す
る
美
術
館

等
を
館
運
営
の
基
本
方
針
に
置

き
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
常
設
展
・
巡
回

展
の
他
、
特
別
展
3
本
、
企
画

展
3
本
、
全
国
公
募
展
等
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
普
及
事
業
の
一
環
と

し
て
、
美
術
講
演
会
3
回
、
美

術
を
語
る
会
1
 
0
回
、
各
ジ
ャ
ン

ル
に
よ
る
実
技
講
座
を
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

本
館
も
早
や
1
 
5
周
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
間
房
総
ゆ
か
り
の
美
術
家
、

あ
る
い
は
、
房
総
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
作
品
は
も
と
よ
り
、
日

本
更
に
は
世
界
の
美
術
に
も
目

を
向
け
、
幅
広
く
活
動
を
行
い
、

そ
の
充
実
、
発
展
に
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
更
に
職
員
一
同
精
進

い
た
し
、
文
化
県
千
葉
に
ふ
さ

わ
し
い
、
す
ぼ
ら
し
い
美
術
館

に
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

県
民
の
み
な
さ
ん
方
の
御
来

館
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

太田洋三「雨あがりの街」

一
5

-

像座婦裸

洋

画

櫻
井
慶
治
「
フ
ラ
ン
ス
の
女
性
」

(
麻
・
油
彩

昭
6
 
2
)

太
田
洋
三

「
中
央
構
造
線
風
景
」

(
麻
・
油
彩

昭
6
 
3
)

大倉喜八郎の首

櫻井慶治「フランスの女性」



みる・かたる・つくる

か
た
る
・
つ
く
る

美
術
館
実
技
講
座

〇
日
本
画
講
座

期
日

6
月
1
 
3
・
1
 
4
・
1
 
5

1
 
7
・
撃
2
0
・
2
 
1
・
2
3

友
の
会
実
技
講
座

◎
洋
画
入
門
講
座
(
2
)

期
日

7
月
1
 
2

1
8
・
1
9

72

2
8

(
的
日
間
)

内定講
客員師

斉
藤

惇
氏

2
0
名

持
参
の
ス
ケ
ッ
チ

か
ら
(
調
号
程
度
)

5
月
0
0
日

(
火
)

〇
彫
刻
講
座

期
日

1
月
2
0
・
2
 
1
・
2
2

2
3
・
2
5
・
2
6
・
2
7

2
8
・
2
9
・
0
0

(
1
 
0
日
間
)

講
師

酒
井

良
民

定
員

1
5
名

内
容

石
彫
/
人
物
・
石

仏
・
静
物
等
.

締
切

了
月
6
日

(
木
)

〇
洋
画
講
座
(
2
)

期
日

8
月
8
・
9
・
1
0

(
6
日
間
)

講
師

日
和
田
利
正
氏

定
員

3
0
名

内
容

油
彩
/
裸
婦

(
1
 
5
号
前
後
)

締
切

6
月
2
8
日
(
水
」

◎
陶
芸
入
門
諸
座

期
日

1
月
2
5
・
2
6
・

2
7
、
8
月
2
2
・

3
 
1

(
5
日
間
)

講
師

鉾
田
和
平
氏

定
員

2
0
名

内
容

茶
碗
∴
化
瓶
・

皿
な
ど

締
切

1
月
n
日
(
火
)

時
間

美
術
館
講
座
=

1
 
2
時
0
0
分
̃
4
時
0
0
分

友
の
会
講
座
=
1
 
0
時
̃

演会 日 〇

第
題場時1

回

対 語

象 師

5
月
2
7
日
㈲
午
後
2
時

講
堂「

近
代
日
本
美
術
に
お

け
る
東
と
西
」

高
階
秀
爾
氏

(
東
京
大

学
教
授
)

一
般

2
0
0
人

〇
第
3
回

日

時

了
月
1
 
5
日
出
午
後
2
時

会

場

研
修
室

テ
ー
マ

「
山
本
不
二
夫
の
芸
術
」

講

師

天
野
三
郎
氏
(
洋
画
家
)

対

象
一
般
0
0
人

4
・
2
0

特
別
展
「
房
総
と
近
代

美
術
展
」

(
6
・
2
 
5
ま

で
)

職
員
異
動

平
成
元
年
4
月
1
目
付
け
で
、

次
の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

な
お
、

い
ず
れ
の
会
も
無
料
、

当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

〇
第
1
回

日

時

会

場

テ
ー
マ

講

師

対

象

5
月
2
0
日
出
午
後
2
時

研
修
室

「
青
木
繁
の
海
の
幸
を

め
ぐ
っ
て
」

原
田
実
氏

(
美
術
評
論

家
)一

般

0
0
人

洋画講座会場

◆
退
職
者

藤
川

熟

◆
転
出
者

金
耕

運
生

高
石

1
7
・
1
8

1
 
9
・
2
0

締 内定講
切 客員師

2
9
・
0
0
・
3
1

(
1
 
0
日
間
一

戸
田
健
夫
氏

0
0
名

水
彩
/
静
物
・
人
物

等
(
1
5
号
)

7
月
2
0
日
(
火
)

4
時

申
し
込
み
方
法

各
講
座
と
も

往
復
は
が
き
に
希
望
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

年
齢
を
明
記
の
う
え
、
美
術

館
普
及
課
宛
へ
。

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

〇
第
2
回

日

時

6
月
2
4
日
脚
午
後
2
時

会

場

研
修
室

テ
ー
マ

「
す
ぼ
ら
し
い
作
品
を

描
く
た
め
に
」

講

師

関

主
税
氏

(
日
本
画

家
)

対

象
一
般

0
0
人

2
・
u

2
・
1
4

3
・
▲
4
一

3
・
3
1

4
・
l

●

企
画
展
「
第
3
回
現
代

日
本
具
象
彫
刻
展
」

(
2
・
2
6
ま
で
)

第
9
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
・
後
藤
良
二
氏
)

企
画
展
「
笹
岡
了
一
展
」

(
3
・
1
 
2
ま
で
)

第
1
0
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
・
篠
崎
輝
夫
氏
)

藤
川
館
長
退
職

新
職
員
着
任

●

中
村

哲

藤
川

正
司

◆
転
入
者

竹
内
一
雄

高
浦

英
一

小
野

躍
子

前
川

公
秀

◆
昇
格
者

米
田

耕
司

(
館
長
)

(
副
館
長
-
総
高

博
物
館
長
)

(
庶
務
課
長
-
学

校
保
健
課
庶
務
係

長
)(

学
芸
課
長
-
文

化
国
際
課
副
主
幹
)

(
学
芸
員
-
文
化

課
文
化
財
主
事
)

(
文
化
課
長
←
館

長
)(

福
利
課
厚
生
係

長
←
庶
務
課
長
)

(
総
高
博
物
館
学

芸
課
長
←
普
及
課

長
)(

文
化
課
文
化
財

主
事
-
学
芸
員
)

(
学
芸
員
-
学
芸

課
長
)


